
今後重要視される課題について述べると，シリコンオイ

ルを使用しないローラ，低温定着（130℃）可能なローラ，

グロス/マットを切り替えられるローラそして寿命20万頁

以上を実現できるローラである．

いずれも省エネと省資源にまつわるローラと言える．こ

れまでに発表されてきた定着システムを表412）に示す．

古いデータであるが，基本的には薄肉定着とサーフ（ベル

ト）定着の延長線で今日まで改良がなされているのが現状

である．省エネでは薄肉が良いが，OHPへの定着性（透明

性）を見るとソフトローラが良い．この両立を期待したい．

４. 地球環境にやさしく，スピードがキーワード

今後より重要視されるのは，冒頭でも述べたように製品

や部品の回収システム，リサイクル，リユース，省エネと

環境保護（汚染防止，低騒音化，再生紙の利用，廃棄物ゼ

ロ等）がある．石油資源の枯渇がいずれ現実の姿となるの

は21世紀中である．将来を悲観するのではなく，明るい

未来とするため情報機器分野に使用される原材料の新規開

発も今後必要となる．また，情報機器の高速化と低価格化

を両立するため，ワールドワイドなITを利用した調達の

取組みもなされ始めた．機能性エラストマーへの期待は高

画質化の流れにおいて，ますます高まるばかりである．ユ

ーザのニーズに答えるためにも，部材メーカとの協力関係

は密接に，しかもスピーディな対応が求められている．

５．お　わ　り　に

情報機器分野にたずさわる者として，今後の参考にして

いただければ幸いである．
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スリップ痕は語る
我々は，急ブレーキを踏んだ痕跡として道路上に印象さ

れたタイヤのスリップ痕をよく見ることができる．このス

リップ痕は，交通事故を解明するのに大変重要なものであ

る．タイヤの接地面も人間の足跡と同じように，フットプ

リントという．ちなみに指紋は，フィンガープリントであ

る．したがって，タイヤのスリップ痕跡は，交通事故事件

を捜査する上で欠かせない重要な証拠になる．

タイヤのスリップ痕は二つに大別され，ブレーキにより

印象されたものを縦すべり痕といい，自動車がスピンした

ら急旋回したりしたときに印象されたものを横滑り痕とい

う．これらの痕跡から，車種，車両の速度，衝突地点，車

両挙動，ハンドル角度などを特定することができる．また，

タイヤのスリップ痕は，どっちの車両がセンターラインを

オーバーしたかなど，有力な情報をもっており，スリップ

痕は，事件を語るとまで言われて，これまで多くの大事件

や難事件を解明している．

（（財）日本自動車研究所　山崎俊一）
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